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と無関係に休眠が誘導された。この温度感受期は 5 齢後期から蛹化後 3 日目までであった。さらに、雌の方が雄
よりも休眠に入りにくいことも判明した。  
日本での越冬の可能性を明らかにするために、両系統の休眠、非休眠蛹の耐寒性と耐寒性獲得機構を調べた。
両系統の蛹の過冷却点は-17℃前後であった。日長感受性系統の休眠蛹では、供試した蛹の 50％が 0℃で 3 ヶ月
半以上生存した。一方、15℃で休眠誘導された日長非感受性系統の休眠蛹の 0℃での 50％生存期間は約 2 ヶ月半








iodide と Hoechst33342 を用いて評価した。非選抜個体を 20℃、短日で飼育して得られた非休眠蛹と休眠蛹の 0℃















齢幼虫初期(摂食期)であり、温度感受期は 5 齢後期から蛹化後 3 日目までであった。 
両系統の休眠、非休眠蛹の耐寒性と耐寒性獲得機構を調べた。両系統の蛹の過冷却点は-17℃前





る propidium iodide と Hoechst33342 を用いて評価した。0℃処理による羽化の異常は、それぞれ
の生存率が 50％を越えた頃から大きくなった。非休眠、休眠蛹ともに、生存率と羽化の異常程度
の間で高い相関関係があった。各組織の細胞生存率を調べた結果、非休眠蛹では、脂肪体と気管
が他の組織より強い障害を受けた。一方、休眠蛹では、すべての組織が低温障害を受けにくく、
しかも各組織で障害の程度はほぼ同じであった。 
本研究は、日本で定着したオオタバコガには休眠の浅い系統と深い系統が混在していることを
初めて明らかにするとともに、凍結しない低温下での組織、細胞レベルでの低温障害を明らかに
した点で高く評価されものであり、博士（農学）の学位に値するものと判定した。 
